
 

●NNAF 参加者より 「台湾は脱原発を宣言、実行中

であり、その中で住民運動が果たしてきたことを実感。

見習うべき点が実に多いと感じました」（伊藤延由） 
 

「台湾の脱原発政策を確立させてきた運動の歴史に

感銘を受ける日々でした。とはいえ、今の若い人々に

重苦しい雰囲気はなく、発表者にも女性の姿が多く、

そして誰もが和気あいあいと楽しそうで、そのマイン

ドが広く着実に受け継がれていることを実感し、台湾

の脱原発運動の強さを見た思いがします」（白井聡子） 
 

「脱原発は、まさに原発推進派、核推進派との長い闘

争過程であることを学びました」（青木一政） 
 

「スピードの違いはあるものの、アジア各国でもエネ

ルギー転換は確実に起きている。今回の No Nukes 

Asia Forum に参加していた人々は、一見、温和な

感じがする人が多かった。ただ、その温和な顔の裏側

には、それこそ多くの『血と汗と涙』が隠されている

ようにも思った」（明日香壽川） 
 

「現在の素晴らしい台湾は、多くの台湾人が長年の苦

難を乗り越えてきた歴史の上に築かれていることを

是非知ってほしい」（渡田正弘） 
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陳建仁副総統 あいさつ 9.23 台湾総統府にて 
 

みなさま、おはようございます！ 

皆様とお会いできて、本当にうれしく思います。第

19 回 NNAF が台湾で開催されたことは、大変に光栄

なことです。それは、海外の友人たちが非核国家をめ

ざしている私たちの努力を認めて下さったからだと考

えるからです。台湾へようこそいらっしゃいました。

皆様を心から歓迎いたします。 
 

1993 年に設立されて以来ノーニュークス･アジアフ

ォーラム（NNAF）は、核も原発もない未来の世界を

実現するために、相互に学び合い励まし合いながら、

関係性を醸成し、情報交換を行ない、共同行動を行な

うことに尽力してきました。台湾環境保護連盟は、核

も原発もない台湾を実現するため長年にわたって献身

的に活動してきたことで広く知られています。連盟が

NNAF のホスト国として名乗りを上げてくれたこの機

会に、経験を分かち合うために台湾までお越しくださ

った各国からの参加者のみなさんに、私からお礼を述

べさせていただきたいと思います。 
 

当初から、この政権は非核政策を堅持してきました。

2002 年にさかのぼりますが、台湾は環境基本法を通過

させ、非核家園（核も原発もない台湾）が私たちの目

標であることを明示しました。 
 

蔡英文が 2016 年に総統に就任した後、政府はエネル

ギー部門を改革するための政策に着手し、積極的に再

生可能エネルギーを推進してきました。その政策は、

現存する原発は運転期間が経過したら廃炉にすること

をめざしており、それによって 2025 年には非核家園と

いうゴールを実現するというものです。 
 

もちろん、非核家園に続く道の途上では、異を唱え

る声が常にあがることでしょう。昨年は、国民投票 16

番が通過し、その国民投票の結果に基づいて、「2025

年までに原発の運転を全て停止する」という電気事業

法の条文を削除しました。 
 

しかし台湾は小さくて人口稠密な国であり、放射性

廃棄物を処分する場所もありません。ですから持続可

能な開発を確かなものとするため、そして台湾市民の

命と財産を守るため、私たちはさらに前進することを

決意し、非核家園を実現するためこれまで通り邁進し

ていきます。 
 

ノーニュークス･アジアフォーラムは、非核政策を推

進するため、日本、韓国、フィリピン、ベトナム、イ

ンド、トルコ、モンゴル、オーストラリア、アメリカ、

中国が参加しています。私たちも非核家園を長年にわ

たり自分たちの目標としてきましたので、第 19 回

NNAF が台湾で開催されたことには、とりわけ大きな

意味があるのです。 
 

ここで、私は改めて、台湾が非核家園となるために

努力していくことを申し上げます。フォーラムに参加

した各国代表者の交流が、エネルギー産業の改革と非

核アジアを実現するためにさらなる可能性を発見する

よう願っております。 
 

もう一度、言わせてください。みなさん、台湾へよ

うこそいらっしゃいました。 

ありがとうございました！ 


